












だね，死の陰の谷を歩み ます。その結果，皆 さんやわた

しは，光の中に生まれ出ることができたのです。

わた しの口か ら出る最 も聖なる言葉

心に浮かぶ最 も貴い思い

わたしはその名をたたえるにはふさわしくない。

何 にも増 して気高いもの。

幼いとき，その愛 に目覚め

今 なお，その愛を慕う
けいけん
敬慶に，その名を呼ぶ'

祝福された母の名 を。1

これと同 じ精神 で，母親について考 えてみましょう。

4種類の母親が心に浮かびます。最初 は，忘れられた母

親。次は，忘れ られぬ母親。3番 目は，祝福 された母親。

最後は愛 される母親です。

忘れられた母親

「忘れられた母親」は，ほとんどどこでで も目にしま

す。老人ホームは入居者であふれ，病院のベ ッドも満杯

です。1日 が過 ぎ，また多 くの場合，1週 間が過 ぎ，1か

月が過 ぎて も，その ような母親には訪ねて来る人がいま

せん。わた したちには，その孤独の心の痛みが理解で き

ないのでしょうか。母親の心からの望みが聞 こえないの

でしょうか。来 る日も来る日も，老境にあってただ一人

で，窓の外を眺めながら，訪ねて くれることのない愛す

る人の訪れを，そして，配達されることのない手紙 を，

待ちわびているのです。決 してたたかれることのない ド

アのノックの音 に，また，決 して鳴ることのない電話の

ベルの音 に，そ して，決 して聞 こえることのない声に，

ひたすら耳を傾 けているのです。そのような母親は，老

人ホームの同じような仲間が，笑みを浮かべた息子を喜

んで出迎え，訪ねて来た娘に抱 き締められ，そして 「お

ばあちゃん，元気?」 という喜 びにあふれた声 を子供に

かけてもらっているとき，一体 どんな気持ちでいること

でしょうか。

ほかにも，わたしたちが母親を忘れているときがあ り

ます。わた したちが何か過ちを犯す とき，あるいはまた，

求められていることを十分に行わないとき，ほんとうの

意味で，わたしたちは母親を忘れているのです。

わた しは老人ホームの経営者 と話 をしたときのことを

今でも覚えています。彼女は，わたしたちの立っている

廊下か ら，静かな雰囲気のリビングルームに集まってい

る老齢の女性 を何人か指差 して，こう言いました。「あ

そこにいる人がハ ンセ ンさんですp毎 週，日曜 日の午後

3時 には，決 まってお嬢 さんが訪ねて来 られます。ハ ン

センさんの隣が ピークさん。毎週水曜 日には，ニューヨ

一クにいる息子さんか ら手紙が届 きますの。それを何度

も何度 も読み返 して，それか らまるで宝物のように大事

に取っておくんですよ。それに引 き換え，あのキャロル

さんは，家族か らの電話 も手紙 も，訪問 もないんです。

.家 族のそんな仕打 ちをじっと我慢 しなが ら，『あの子た

ちは，みんな，とても忙 しいんですよ』と言っています。

よ く聞 く言葉ですが，だれもそれで納得 しませんし，言

い訳にもなりませんよ。」

気高い女性 を 「忘れ られた母親」 にしている人たちが

いたら，その人たちは皆，反省する必要があ ります。

ソロモ ンはこう書いています。「あなたを生んだ父の

いうことを聞 き，年老いた母を軽ん じてはな らない。」2

忘れられた母親を 「忘れられぬ母親」にすることはで き

ないので しょうか。

忘れられぬ母親

人は，母親のことを思い起こす とき，間違った生 き方

を改め，良心の 目指す ところに従 って歩み始めます。ア

メリカの南北戦争の時代にヒギンソン大佐という有名な

軍人がいました。あるとき彼は，南北戦争の ときの出来

事で，勇気 とい う点で最 も印象に残 っている出来事を教

えてほしいと言われたことがあります。これに対して，自分

の連隊には，だれか らも好かれ，勇敢で気高 く，日常生活

に汚れた点も見 られず;た いていの人間が染まるような

悪習慣 ともまった く無縁だった人物がいたと答えました。

ある晩 シャンパンパーティーと呼ばれる酒の出る食

事会でのことです。多 くの者が酒に酔っているさなか，

だれかがふざけて，この青年に向かって乾杯の音頭を取

るよう言ったのです。 ヒギンソン大佐はその ときを思い

出 してこう言っています。「その青年は立ち上が りまし

た。顔面はそ うは くで したが， まったく自制心を失って

いませんでした。そして，大 きな声でこう言ったのです。

『皆 さん，皆 さんは 自分で飲みたい もの を持って乾杯 し

て ください。わたしは水で乾杯 します。そ して，こう言

わせていただきます。「我 らの母に乾杯1」 』

するとたちまちのうちに，ほろ酔い気分の兵士たちが

皆，奇妙な雰囲気 に包 まれ始めたのです。彼 らは黙って

乾杯 しました。笑う者 も歌 う者 もなく，やがて一人つつ

部屋を出て行 きました。思い出のランプに火が ともり始

めたのです。「母」 とい う言葉が，兵士たちの心め琴線

に触れたのです。

わたしは子供のころに経験 した，母の日の 日曜学校 を

よく覚えています。わたしたちは母親一人一人 に小 さな

鉢 植えをプレゼン トし，物思いにふけりなが ら，静かに

座 っていました。すると，盲 目のメルビン ・ワ トソン兄

弟がピアノのそばに立って，「あのすば らしき我が母」

という曲を歌って くれました。わた しは目の見 えない人
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主はこの婦人 を見て深い同情を寄せ られ，『泣かない

でいなさい』 と言われた。
かん

そして近寄って棺に手 をかけられると，かついでいる

者たちが立ち止まったので，『若者 よ，さあ，起 きなさ

い』 と言われた。

す ると，死人が起 き上がって物を言い出した。イエス

は彼 をその母にお渡 しになった。」3'

何 とい う力，何 という優 しさ，何 とい う哀れみ を，わ

たしたちの主であり，模範である御方は表されたことで

しょうか。わた したちも，主の気高い模範に従いさえす

れば，同じように人々に祝福 をもた らす ことができるの

です。機会はどこにで もあ ります。必要なものは，哀れ

な境遇にいる人々を捜 し出す 目であ り，打ち砕かれた心

を持つ人々の沈黙の祈 りを聞く耳であ り，そ して，哀れ

みにあふれた心です。それにより，わた したちは目や口，

耳でコミュニケーションを図るだけでなく，救い主の偉

大な模範に従って，心 と心を通 じ合わせることができる

ようになるのです。そのとき初めて，世界中の母親が皆，

「祝福 された母親」 になることでしょう。

愛される母親

最後 に 「愛される母親」 について考えてみましょう。

わた しが子供の ころによく耳にしたこの 「どの子がいち

ばん愛 してた?」 とい う詩は，今でも子供たちに愛唱さ

れていますが，場所 と時代 を超えて当てはまる普遍的な

内容を含んでいます。

「『母 さん大好 き』 と，小 さなジ ョンが言 い ま した。

で も， 自分 の仕事 は忘 れ，帽 子 を取 る と

庭 に出て ，ブ ラ ンコ遊び に夢 中です 。

水 くみ， まき運 びは どこへ や ら。

『母 さん大好 き』 と，赤 い ほっぺ の ネルが言 い ました。

『ロで は言 えない くらい大 好 きよ。』

で も，一 日中家 の中でい たず らした り，怒 った り。

ネルが外 へ行 くと，母 さんは よ うや くほっ と一息 。

小 さな ファンが 『母 さん大好 き』 と言 い ました。
き よう

『今 日は何で もお手伝いするわ。

学校が休みだからうれしいの。』

揺 りかごの赤ちゃんをあや して，静かに寝かせ，

それからそっとほうきを取 りに行き，

床を掃いて部屋掃除。

忙 しくて も楽 しい一 日。

子供 にで きる精いっぱいのお手伝い。

『母さん大好 きよ』 と3人が

声 をそろえておやすみ前のごあいさつ。

母さんはどの子がいちばん

自分を愛 していると思ったことでしょう。」4

母親に対する純粋 な愛 を行動で示す ことのできる確実

な方法が一つあります。それは，母親が忍耐強 く教えて

くれた真理に従って生 きることです。その ような遠大な

目標は，現代を生きるわた したちにとって，決 して目新

しいものではあ りません。 『モルモン書』に書かれた時

代の中に，ヒラマンという名前の，勇敢で，善良な，気

高い指導者の記録 があ ります。この ヒラマンは，2，000

人の若者の先頭 に立って，義の戦いの指揮 を執った人物

で した。ヒラマンはその若者たちの働 きについて，次の

ように記録 しています。

「わた しはこれまでこのような大いなる勇気を一度 も

見た ことがあ りませ ん。……彼 らもわた しに， 『父よ，

まことに，神 はわたしたちとともにいて，わたしたちが

敗れることのないようにして くだ さいます。ですか ら，

出て行 きましょう。……』 と言いました。

彼 らはまだ一度 も戦ったことがあ りませんでしたが，

死 を恐れませんでした。'……彼 らは母親か ら，疑わなけ

れば神が救 ってくださると教わっていたのです。

そ して彼 らは，わた しに母親 たちの言葉 を告げて，

『わたしたちは，母たちがそれを知 っていたことを疑い

ません』 と言いました。」5

この戦いが終わったとき，ヒラマンは次のような記録

を残 しています。「ところがまことに，非常にうれしいこと

に，彼 らの中で地に倒れた者は一人もいませんでした。彼

らはまるで神の力を得たかのように戦いました。このよ

うに奇跡的な力で戦った人はこれまでに一人 もいません。

彼 らは……大いなる力で……攻めかか り……ました。」6

「奇跡的な力」，そ して 「大 いなる力」 とあ ります。

母親の愛 と，母親 に対する愛 とが一つ となって勝利へ と

導いたのです。

聖文にも歴史書 にも，優 しく，心豊かで，確信 に満ち

た 「愛 される母親」の記録が数多 く見 られます。しか し，

その中でも秀逸 と言える記録が一つあ ります。場面はエ

ルサ レム，時代は時の中間と呼ばれる時代です。集まっ

ているのはローマの兵士たち。そのかぶ とはカイザルへ
やり

の忠誠を表 し，盾にはカイザルの紋章，槍の穂先にはロ

ーマのわ しが飾 られています。またほかに，エルサレム
やみ

の地で生まれ育った人たちが集まっています。静かな闇

の中に，吸い込まれるように消えてい く 「十字架につけ

よ，彼を十字架につけよ」 とい う荒々 しい叫び声。

時が来ました。神の御子の地上における教導の業が，

まさに今 ，劇的な結末を迎 えようとしてい ます。紛れ

もない孤独感。この御方のおかげで歩 けるようになっ

た，あの足の不 自由な物乞いは一体 どこにい るので し

ょうか。 この御方のおかげで聞こえるようになった，

あの耳の聞こえなかった男 は， この御方のおかげで見

える ようになった，あの 目の見えなかった男 は，この

聖徒の道/1998年4月 号

6

























































































1

×一五=壬一4壬

'∠一∩＼/6∩〉(一4一ヨ=4r工4コ[4-v一

乙ζζニーエニ髪壬/で[4ギ〉ぐ[4キ〉ぐ目LL

壬一》/きr壬コ6v'∠一/9/乙ζユyv∠

乙□∠6≦〔r〈→[=y[y∠丑4聾犀rl>ぐ∠

∠2∠,レV4∠≡｣4工､レζ;1･1･1♪イコV目OL

〈刈∠/(y工1･1･侮〈≡≡卑髪

6`兵〉ぐζ添□ζコH〈髪ζ｣ト1･拝≠パ∩∠キー年乙

酬∠1･1･1[4キ〉ぐ一τ==一V<壬1･1･側ζ□[冒6

∠4/(4vζ工:∠

*レ刈キdrキ4∠64rH∠6工く卑!で!('∠

∠髪∠4;ζきr卑{コ壬く≡}､レ∠ζ>dr4目8

一□Ψ'∠〈爪乙!(!でト1･侮〈ミ卑,レ6目∠

×/1∠乙∠:=□[[/≦キ〉〈Fl…ゴ9

∠こ一＼ノ∠∩乙一=H4'∠一M刈一!｢壬

∠!〈:4r準4r>ぐ∠:rlζ導×一卑∠:刈4rミv刈

く⊆一4一[=壬!(ζく4櫛ζ;πミ享髪乙一目9

6一ムr4爪4犀1､ト斤Hくζ一∩×一[4rエト1､ρ6､r*

Vム卑lq･1[r×ζ乙率一`一/ト1耐!/∩髪一目17

ζζ46!(41･1･1∠=4倖乙∩卑弔コ∠4爪/

トト1-4*壬dト壬/(461･1･1∠=り伊乙∩犀冒ε

∠6くn二×▽一ふrト1､6∠=4r孕乙∩厚目己

髪壬4

ζ△壬∠4ζ△壬∠4弓r引y4r4く44r引v

414りr工ζ一∠□湖添//(4∠ζ1=/≦∠:率∠6

≠△∠44厚=4率く4年rl6'∠[髪壬4

△4)rム≠きr4rコく爪444トトρ6rl□乙一目L

。9(季ユQ畔マ(ρ⊥灯口

劉恥(o痔鷺肝4τ4算鯉Ψ吾鳥¥Q9【へ}つ鯉

瑚尋々管⑦興R剥¥ε046認虫1尋刷･多ゑ(養¢

4⊃1虫掛勲毎∠661}G3⊃1着易¥一44･<71

。(9∠
,`告目｢∠三捗9661=｢戻(∂製看巨』｢=)脅自藁(∂

一4×一髪9(ダざ夷｣)｢。幸鉱Q睾G曾和i殊つ事∫

輿)σ饗翼`Q壽49塁ユコ音阜‡nマ(‡

o幸弘Q睾6>亘[孝年(さ4々Y⑦妾コ鋼回2穿老

`マ胆孝聖(∂{ク目⊃腿(∂ケY)
.つ妾`マ〕倖`雰糞

コしぼ　

孝由}昌`マ肯孝つ準鯉`ン藪尋叢呈(∂健劉`}

留袈尋ケY`亀畔[劉尋梼M(∂国`Q窪4望亙(∂

厚ω音目判つ49｣09kへ}》/藪⊃19アω4`).

磁;:菰鋼薦子3珊壬仁

鞍離q甲⊇駐劃(Z)(S/帆θへ1〔ノ0ノη》0)『∠一τ=壬一4壬』刈くv∠一rl吾/草菖
。雪鼠¥一44くコ日く刈}｢:至α葦孕C込り聖マ卑胃曽¥潮⑦晶鯉身撫鷹美≦士¥⊃旧OL主∠66L

羅響_

翠蝉欝

艶黙

罵蕪難糊冊

身雛¢智暴¥一!14!:笥

4"黎甥話=,…柱ム661

辮



鯉

饗 ㌦ 需
謂

鰍 げ 四

撫
贈 鋤

撃

榊 盆

鑑讐

ベ リースシティ メキシコ カンクー

ン ショージア州ア トランタ

12月 一ユタ州外の訪問はなし

騨 灘

メキシコシテ ィて聖徒たち に別れ を告 ける

ヒンク レー大管長。

写真/ジ ョンL八 一ト

『チャーチニューズ』の厚意により掲載

メキシコ,ベ リーズ,ア メリ力

合衆国の聖徒たちを訪れた

ヒンクレー大管長

1997年 の暮 れ,訪 問と説教の 日程が

一向に減 る気配 を見せない中
,ゴ ー ド

ン･B･ヒ ンクレー大管長 は以下のス

ケジュールをこな した。メキ シコお よ

びベ リーズの7都 市 にお ける会員たち

の訪問,ジ ョージア州ア トランタ神殿

において改修 されたバプテスマフォン

トの再奉献,ユ タ州立大学お よびブリ

ガム･ヤ ング大学における学生たちへ

の説教,ソ ル トレーク･シ ティーにお

けるモルモ ン大隊記念碑 の再奉献,ソ

ル トレー ク･シ テ ィーにお ける150年
ばんさん

記念授賞晩餐会における講演。

メキシコシティ

ヒンクレー大管長 は11月8日 か ら13

日までメキシコお よびベ リーズを訪れ

た。土曜 日の夕べ と日曜 日の午前 中に

は,メ キシコシテ ィの巨大スポーツア

リーナ｢パ ラシオ･デ･ロ ス･テ ポル

員たちを前 にして

説教 を行った。大

管長の全旅程に同

行 したマージョリ

ー夫人
,十 二使徒

定員会会員のL･

トム･ペ リー長老

とバーバラ夫人は

全員か様々な集会

で話の責任を果た している。 また大管

長のメキシコ滞在時には,メ キシコ南

地域 会長会会 長で あ り七十人 のカー

ル･B･プ ラ ット長老お よびカ レン･

ア ン夫人,同 地域会長会副会長であ り

七十人のリチャー ド･E･タ ー レー･

シ ニア長老 とジー ン夫人,地 域幹部七

十人のオクタビアノ･テ ノ リオ長老 と

ロサ･エ ルバ夫人が同行 した。

ヒンクレー大管長の説教を聞くためにメキシコシティに集まった数万人の教会員。

写真/ジ ョンL八 一 ト 『チ ャーチニュース』の厚意 により掲載

窮

野

難
白いハンカチ を振 って ヒンクレー大 管長との

別れを惜 しむメキシ]シ テ ィの会員たち。

写真/シ ョンL八 一ト

『チャーチニューズ』の厚意により掲載

メキ シコ シティにおい て大管長 は

｢わ た したちが この地 を訪れているの

は,皆 さんが教会に導いた人々が信仰

を強めて,皆 さんがあずか っている祝

福 を受 けるにふ さわしい者 となるよう

助 けるために,教 会 として彼 らに関心

を示す こ とが 目的で す｣と 語 っ た。

｢皆 さんは人々に教 え,バ プテスマを

施すだけでな く,彼 らを教会に定着 さ
み わざ

せ,強 めるとい う偉大 な御業に携わっ

てい ます。わた したちはメキシコの全

教会を挙げて,そ うした皆 さんを支援

す ることを固 く決意 しています。 ここ

聖徒の道/1998年4月 号

a

に集まっているすべての教会員 に対 し

てわたしは次の ことをお伝 えしたい と

思います。それは,皆 さんとわたしに

は大 きな責任 がある ということです。

すなわち,バ プテスマ を受 けて教会に

入 った人 々に手 を差 し伸べて彼 らの友

達 にな り,彼 らが教会に慣れ るように

助 け,そ して皆 さんのように強 く,立

派 な教会員になるよう手助 けすること

です。｣

メキ シコ,プ エーブラ

11月9日 日曜 日の晩,メ キシコ南部

のプエーブラへ移動 した ヒンクレー大

管長 は,集 まった約1万2,000人 の会員

たちを前 にして説教 を行 った。会場の

前列 に席 を占めていた専任宣教師に向

か って大 管長 は次 の ように述 べてい

る。｢皆 さんは忠実な会員 たちを教会

に招 き入 れる働 きの一部 を行 っている

にす ぎません。一…わたしたち教会員

は全員で協力 して,皆 さんの改宗者が

忠実で揺 らぐことのない教会員 となる

ようお手伝 いす る決意 を固めてい ま

す。｣

･民

叡

灘 惑議 儀

メキシコのプエープラて ヒンクレー大 管長の言 葉に

耳を傾けた約1万2000人 の会員たち。

写真/シ ョンLハ ー ト

『チャーチニュース』の厚意により掲載
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論 争や討論 を戦 わせ る場 はあ りませ

ん。彼 らに反対することも戦いを挑む

こともあ りませ ん。それ どころか,互

いの仲は良い関係です。わたしたちは

疑問の余地のない明確 な福音 を教えて

います。その福音が第一 に挙 げる偉大

な原則 はこれです。 『わた したち は,

永遠の父なる神 と,そ の御子 イエス･

キ リス トと,聖 霊 とを信 じる。』(信 仰

箇条1:1)｣

ベ リーズ,ベ リーズシテ ィ

11月13日,ベ リーズを訪問 した ヒン

クレー大管長は,同 国を訪れた最初 の

大管長 となった。ベ リーズはメキ シコ

とグアテマラに挟 まれた人口わずか21

万5,000人 の小 さな国である。伝道活動

は1980年 に開始 し,現 在では約2,000人

の 教会員 が3地 方部13支 部 に所属 して

いる。ベ リーズ滞在中のヒンクレー大

管長には中央アメリカ地域会長会第一

副会長 で地域幹 部七十人 の ブリオ･

E･ア ルバ ラ ド長老が同行 した。大学

の体育館で開かれた集会 には約1,200人

の会員が出席 して大管長 の言葉 に耳を

傾けた。

｢こ の集会 に出席 している父親 と母

親 の皆 さん は回復 され た福 音 を通 し

て,皆 さんの子供 たちが どの ような存

在であるかを理解す るようにな りまし

た｣と ヒンクレー大管長は述べている。

灘1 騰

ベ リー ズで会員たちと歓談する ヒンク レー大 管長。

写真/ジ ョン･L･八 一 ト;

『チャーチニューズ』の厚意により掲載

｢彼 ら も神 の息子 であ り娘です。彼 ら

は神の子供です。光と真理の中ではぐ

くまれなければなりません。……回復

された福音は夫婦の関係について教え

ています。夫婦は歩みを共 に します。

妻が夫の後について歩 くのではあ りま
はんりよ

せん。伴侶 として一緒に歩 くのです。｣

メキ シコ,カ ンクーン

ヒンクレー大管長のメキシコ訪 問に

おいて,最 後の目的地 となったのはカ

ンクー ンであった。カンクーンではス

テークセンターに約2,000人 の会員が集

まって大 管長 の言 葉 に耳 を傾 けた。

｢わ たしの祝福 と愛 を皆 さんに残 して

行 きます。そ して再び申 し上 げます。
あ い

『また逢う日まで 神 よ,共 に在 ませ』｣

と ヒンク レー大管長 は語 った。｢そ の

時がいつ来 るかは分か りません。けれ

ども,今 晩皆さんはゴー ドン･B･ヒ

ンクレーが,永 遠の父 なる神が生 きて

お られ,祈 りにこたえて くさだ り,イ
あがな

エスがわたしたちの賠い主であ り,救

い主であられ,そ してわたしたちが携

わっている業は御父と御子の業である

ことを知っていると述べたことを決し

て忘れないようにしてください。｣

ア トランタ神殿

バプテスマフォン トの再奉献

ヒンクレー大管 長は11月14日 金 曜

日,メ キシコか らの帰途,ジ ョージア.

州 ア トランタ神殿 に立ち寄 り,よ り多

くの会員が身代わ りのバ プテスマに参

加できるように一部 を拡張 した神殿 の

バ プテスマ フ ォン トの再奉 献 を行 っ

た。 ヒンク レー大管長は1983年6月 に

ア トラ ン トタ神殿 を最初 に奉 献 した

際,神 殿のバプテスマフォン トは将来

拡張されることになるだろうと述べて

いる。バプテスマフォントの再奉献に

は地元の37の ステークか ら会長夫妻が

出席 した。 ア トランタ神殿では,ア ラ

バマ州,フ ロ リダ州,ジ ョー ジァ州,

ケ ンタッキー州,ル イ ジアナ州,ミ シ

シッピ州,ノ ースカロライナ州,サ ウ

ス カロライナ州,テ ネシー州の全域ま

たは一部地域 に住 む会員 たちのために

儀式が執行されている。

聖徒の道/1998年4月 号

4

ユタ州立大学および

ブリガム･ヤ ング大学における

礼拝集会

10月21日,ヒ ンク レー大管長はユ タ

州 ローガンのユ タ州立大学 スペク トラ

ム(講 堂)に 集 まった末 日聖徒 の学生

に向か って説教 を行 った。大管長 は4

つ の基本 的な義務 につ いて述べ てい

る。すなわち,個 人の職業,家 族,教

会,自 身に対す る義務である。教会の

奉仕に対する義務に関して,大 管長 は

次 のように語 った。｢教 会 をあ なたの

愛する友 として ください。また,あ な

たの偉大 な伴侶 として ください。奉仕

の召 しが どの場所であって も召 しを果

たし,求 め られることを行 って くださ

い。あなたがたはあ らゆる責任を果た

すごどを通 して,力 を増 し加 えられる

のです。｣

自身に対する義務 については次のよ

うに語 った。｢主 が子 らのために定め

られた幸福 を得 るための偉大 な計画 に
めいそう

ついて瞑想 し,深 く考 え,感 嘆する時

間が必要です。……わた しはあるとき,

デ ビッ ド･0･マ ッケイ大管長が十二

使徒定員会の兄弟たちに向かって次 の

ように語 ったのを耳に したこ とがあ り

ます。｢兄 弟の皆 さん,わ た したちは

瞑想 に十 分な時 聞を費や してい ませ

ん。』 わた しも心か らそ う思い ます。

わたしたちの生活 は極度 に忙 しくなっ

ています。わた したちは次か ら次へ と

駆け回り,深 く考 えることもな くただ

つかの間の目標 を追いか けていたず ら

に時 を過ごしています。わた したちに

は 自己を内省 し,自 らを向上するため

に時間を取 ることが必要です。｣

ヒ ンクレー大管長は11月4日,プ ロ

ボのブリガム･ヤ ング大学キャンパ ス

に集 まった約2万3,0do人 の学生に向か

って次の ように語 った。｢わ た しは皆

さんが聖文の構成 などといった知識以

上の ものを得ていることを願 っていま

す。皆 さんが救 い主の足跡を歩み,悩

み苦 しむ人々に手 を差 し伸べ,心 か ら

忠実 に教会の奉仕の業を行い,愛 と献

身の精神 をもって隣人に仕えるという

大 きな望みを持っていることを願って
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非常 に大切な役割 を果た します。｣

バ ラー ド長老によれば,以 上のメ ノ

セージは地域訓練集会において大いな

る熱意をもって受け入れ られた との こ

とである。｢伝 道部長 とス テー ク会長

はこれまで も良い友達で した。 しか し

これか らはともに,改 宗者一人一人が

友達 を見つけ,責 任 を受け,神 の善い

言葉で養 われるように見届けなければ

な りません。

ステーク会長 も伝 道部長 も,こ の事

柄 を監督や ワー ド伝 道主任に,ま た専

任宣教師に教え,可 能なか ぎり力を合

わせ て働 くことを約束 して くださいま

した。彼 らは完全 な一致 と協力の下に

一つのチームとして働 き
,教 会 に加入

した人々か教会か ら得 られ る祝福 を残

らず享受できるように,そ して教会か

ら遠ざかることがない ように見守 るの

です。｣

バ ラー ド長老はこの努力 は必ず実を

結ぶ と考 えている。｢大 管長が民に何

かを行 うように呼びかけるとき,わ た

したちがその呼びかけに従 って 自分の

分 を果たせば,主 は祝福 を与 えて くだ

さ り,最 後には大 きな成功 を得 られる

のです。わた しはそ う信 じています。

天の御父が その子 らにバプテスマ を

受けるよう望んでお られることは疑い

のない ところですが,御 父は彼 らが神

殿の祝福 も受けられるように望んでお

られ ます。 しかし彼 らが十分 なフェロ

ーシップを受けて教会 に活発でなけれ

ば,そ れは不可能です。｣

教 会は過去 に,訓 練の 目的ですべて

のステーク会長を10月 総大会 に招待 し

ていたが,そ れが 中止 となった1988年

か ら,地 域訓練集会 は開催 されるよう

になった。現在,十 二使徒定員会の会

員が約6時 間に及ぶ集会 を各地域 の中

心地で開 き,｢現 時点で急 を要す る事

柄｣に ついて地元の指導者 と話 し合 う。

ほかの中央幹部 もしばしば十二使徒定

員会会員 に随行 して,こ の訓練集会に

出席す る。

教会本部の指導者 によれば,こ の年

のテーマは最近の総大会やそのほかの

場所で ヒンクレー大管長が懸念 を表明

した事柄 をフォローア ップす る形で選

ばれたという。 触

｢今 回の意図は,こ れまで出された

基本的な文書を一 まとめにして前面に

出 し,そ の内容 を強調す る ことで し

た。｣一 人の指導者はそう語る。

｢今回の訓練はかな り統一の取れたも

のでした。 目指 したのは,集 会の中で

それらの文書 を一字一句読んで出席者

と内容について話 し合い,全 員が同じ

理解の レベルに到達す ること,そ して

一致の レベルにおいて地元の指導者た

ちが十二使徒定員会の水準 に肩 を並べ

るようになることです。それを十二使

徒定員会の会員が見届 けるわけです。｣

アーカンソー州フォー トス ミスステ

ークのロバー ト･W･ポ マ ービル会長

は,十 二使徒定員会のジ ョセブ･B･

ワー ス リン長老か ら指導を受けた一人

である。

｢わ た したちは今 まで よ りも多 くの

事柄に取 り組むようになりました。 ワ

ースリン長老か ら家族 に関す る宣言 に

もっと関心 を払 うように指導 を受けた
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の厚意 により掲載

か らです 。｣電 話でのイ ンタビューに

彼はそ う答 えた。｢必 要なのは会員 の

方々に確実に理解 していただ くことで

す。1998年1月 を皮切 りに6か 月問,高

等評議員にこのテーマで話 をしてもら

うことにしてい ます。わたしたちは毎

回の高等評議会で家族に関する宣言に

ついて訓練を行 ってい ます。彼 らが毎

月新 しい資料 を使って話がで きるよう

にす るためです。宣言 には9つ の段 落
せいさん

があ りますが,ど れを取っても聖餐会

全体 をカバーできるような内容です。｣

彼 によれば,地 元 の指導者 は今,こ

のメッセージを一般教会員に伝えるた

めに全力 を尽 くしてい ると言 う。｢使

徒 の皆さんと同 じぐらい努力 している

か と聞かれると,は いとは言 えませ ん

が,で も努力 しているとは思います。｣

ポマー ビルステー ク会長は過去6年

にわたって:地域訓練集会 に出席 して き

たが,ど れも啓発 に富んだ内容だった

と言 う。｢ど の話 も何に焦点を当てる

べ きか を的確 に教 えて くれるもので し

た。焦点を当てると言ってもなかなか

で きない ことがあ ります。何 かしたい

が方法が分か らない。 しかし,こ の訓

練は非常に前向 きなことを教えて くれ

ます。｣

ニ ュー ジーランド,テ ンプルビュー

ステークのポール･オ ズボー ン会長は

太平洋地域の訓練集会に出席 し,ボ イ

ド･K･パ ッ カー十二使徒定員会会長

代理か ら指導 を受けた。電話でのイン

タビューに彼はこう答 えて くれた。

｢わ た したちは家族 を再び教育する

ように教 えられました。それで,神 権
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奉献された東京北ステーク坂戸ワー ド教会堂

祈りと感謝をもって

すべてのことを行う

東京北ステーク坂戸ワー ド

三浦信一

97年 の東京北ステーク坂戸 ワー

19 ドのテーマ聖句 は｢祈 りと感謝
をもってすべてのことを行 〔う〕｣で し

た(教 義 と聖約46'7)。 会 員たちはこ

の聖句のとお り祈 りと感謝をもって1年
み たま

間頑張って きました。その結果,御 霊

が豊かに注がれ多 くの祝福 を得ること

ができました。中で も,昨 年の暮れに

教会堂が建設 され奉献 された喜び と主

への感謝の気持ちはほん とうに言葉で

は言い尽 くすことができません。主の

深い愛 と導 きに心から感謝しています。

新 しい教会堂の奉献式は昨年12月28

日に,ア ジア北地域会長会第一副会長

のケ ンドリソク長老 をお迎えして執 り

行われました。御霊に満ちたすばらし

い式 に,152人 もの教会員が 出席 しま

した。ケ ンドリック長老の御霊あふれ

る奉献の祈 りに涙する会員 も多 く見受

けられました。そのような会員たちの

姿を見て,改 めて感謝の気持ちがこみ

上げて くるのを感 じました。

そもそも,川 越ワー ドか ら坂戸支部

が分割 されたのは1995年9月 のことで

す。 しばらくは川越ワー ドの建物 で集

会が開かれましたが,東 武東上線若葉

駅の近 くに以前学習塾 として使用され

ていた建物を借 りることにな り,2年4

か 月の問そ こで集会 を行 いました。2

階 は3つ の部屋の壁をすべて取 り払 っ

て礼拝堂の広いスペースを確保 しまし

た。建築士の方の話では多人数か一方

に偏 ると床が抜けるかもしれない とい

うことで,支 部大会のときなどはひや

ひや しなが ら会 を行ったものでした。
せいさん

分割当初,聖 餐会の出席は80人 か ら

90人 くらいで したが,徐 々に増えて多

いときには120人 か ら130入 にもなり,建

物 は次第に手狭 になってきました。 日

曜日には各クラスのレソス ンですべて

の部屋が埋 ま り足 りない ほどでした。

難
轟
.講
警　
　ピ

ゆヨ
　

難

奉献式 に集 まった坂戸ワー トの会員たち。

会員 と面接 をす るのさえ部屋の確

保が大変なこともあ りま した。時

にはワゴン車の中で初等協会の レ

ッスンが行われましたが,子 供た

ちにとっては車中でのレッスンは

かえって冒険的で楽しそうでした。

窓か らのぞかせる明るい子供たち

の笑顔は今でも忘れられません。

そのような2年4か 月の思い出を

会員一人一人が心 に刻みつつ新 し

い希望を胸に若葉の教会を後にし

ました

新 しい教会堂で迎えた1998年 は

｢信仰 と希望,慈 愛 を必ず持つよう

に｣(ア ルマ7.24)と い うテーマ

の下に,｢家 族を強める｣と いう目

標 をワー ドとして掲げました。新

響騰

新しく建設された坂戸ワート教会堂

しい教会堂 というすばらしい祝福の下

で,真 実の福音 を心から喜び,楽 しみ,
み わざ

家族を整え坂戸の地 に御業が大 きく前

進するように皆で力 を合わせて頑張っ

てい く心積 もりです。わた し自身未熟

な者ではあ りますが,祈 りと感謝の気

持 ちを忘れずに日々努力 していきたい

と思っています。

この教会 は確かにイエス･キ リス ト
かしら

を頭とする教会であり,真 実の福音が
あカし

ある教 会であ ることを心 か ら証 しま

す。(み うら しんいち 監督)

聖徒の道/1998年4月 号

8

東京北ステーク

坂戸 ワー ド

所在地

電 話

竣工日

敷地面積

建築面積

延床面積

r350-0235

坂戸 市三光町34-3

0492-83-6218

1997年12月13日

971.9平 方メートル

177.6平 方メートル

352.8平 方メートル
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畷誕曜
､
また良かった ことは,ア ンケー トを

通 じて来場者 の声 をた くさん聞 く機会

が あったことです。皆 さんが名前 だけ

で しか知 らなかったユ タ州や ソル トレ

ーク･シ ティーを身近 に感 じて くださ

ったことが分か りました。また回答 し

て くだ さった方の中か ら希望 に応 じて

『レッツ･フ ァミリング』 ビデオ75本,

『モルモ ン書』7冊 をプ レゼ ン トす るこ

唖藪

ボ

蕪謹
蕪
騨論　

頴
蹄

　
帆

とができました。家庭のタベや英会話

クラスに興味を示された方 もかな りあ

り,ア ンケー トに連絡先を明記 して く

ださって宣教師が直接訪問できるお宅

も45軒 に上 るなど,大 きな成果が上が

ったオープンハ ウスでした。ほんとう

に神様はわた したちにすば らしいチ ャ

ンスをプレゼントして くださいました。

この展示 は長野市での 日程 を終えた

後,ソ ル トレーク･シ ティーの姉妹都

市である長野県松本市に移動,松 本支

部の会員 によって2月23日 か ら26日 ま

で公開 されま した。4日 間の来場者が

約200人 を数 え,『 レッツ･フ ァミリン

グ』 ビデオを65本 贈呈するなど,こ こ

で も反 響 を呼 び ま した。(レ ポー タ

ー ●武井昇次
,支 部伝道主任)

奮 騒灘㌶幽

論
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4日 てな くなってしまったパ ンフ レッ トのコーナー。

それぞれの解説文 は 英 会話に来 られている

方々の協力 によって書 かれた。

雪原に現れた大西部のロマン
長野オリンピック閉会式にフリガム･ヤング大学の学生たちが出演

…

　

月22日,閉 幕 を 迎 え た 長 野 オ リ

2 ンピ ソクの閉会式会場が,ひ と
とき大西部の風に包まれました。

この日,長 野南運動公園では16日 間

の熱戦 の最後 を締め くくる閉会式が華

やかに行われました。冬季五輪旗が長
つか た たすく

野市の塚田 佐市長か ら10Cの サ マラン

チ会長に返還され,2002年 の次期開催

地ソル トレーク･シ テ ィー のディーテ

ィー･コ ラディー二市長へ と引 き継が

れました。五輪 開催都市初の女性市長

であるコラテ ィー二 さんは五輪旗を大

きく振 り笑顔で大観衆にこたえていま

した。

続いて舞台では,ソ ル トレークオ リ

ンピソクのイメージを表現するプレゼ

購

･一論 ム/

艦;μ
f器

鍵 嚢慨

轟 ギ義

隅燃
轟欝 鱗

ンテー ションが始 まりました。ロ ソキ

ー山脈 とユ タの岩 山を表す舞台装置の

中,山 と雪の精,砂 漠 と砂の精 を表す

6人 のダ ンサー によるモ ダンバ レエが

披露され ます。同時 に力強い音楽が響

き,馬 にまたがる開拓時代の男たちに

先導 された駅馬車が さっそうと登場 し

て会場 を駆け巡 りました。観客 は突然

出現 した大西部の意外性 と迫力に歓声

を上げました。わた しの後 ろに座 って

いた女性 たちは｢す ごす ぎる1｣と

口々に叫んでいました。馬上の彼 らは,

投 げ縄や帽子を振 ってのあいさつなど

さりげないアクシ ョンにもアメリカら

しい明るさを感 じさせました。夕刻か

らの式典で観客席 もかな りの冷 え込み

が感 じられ ましたが,ひ ととき寒さを

忘 れるようなさわやかな印象 を残 しま

した。

最後にはダンサーたちの優雅で滑 ら

かなダンスがソル トレーク大会のマー

クを形作ってフィナー レを飾 り,ス タ

ジアムの大型映像装置に｢2002年,ソ

ル トレークシテ ィでまたお会い しまし

ょう｣の 文字が浮かび上が りました。

ソル トレーク･シ テ ィーの使節 とし

て登場 した彼 らは,ブ リガム･ヤ ング

大学の学生を中心 とした総勢約50人 の

メンバ ー。駅馬車や馬 もすべてアメリ

カか ら太平洋を渡って輸送 して きた と

い うことです。(レ ポーター 武井昇

次)
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はバ プテスマの勧めを断 りました。祈

りや断食 も勧め られるままに行 ってい

ましたが,た だ形式的にやっていたに

す ぎませ ん。わた しに とって,福 音 は

ただ彼女の生活を理解す るために必要

な ものだったのです。そして,や がて

司法試験 の日が近づいて勉強が忙 しく

なるにつれて教会か ら足が遠 のいてい

きました。

神様からの声

姉妹 とは相変わらず研究所 で一緒 に

勉強 していました。勉強 を終 えるのは

たいてい夜の10時 ぐらいになることが

多 く,毎 日自転車で吉祥寺か ら多摩霊

園近 くの彼女の自宅まで送るのが 日課

で した。彼女を無事に家 まで送 り届 け

て自分が家 に帰 って床 に就けるのは夜

中の2時 ぐらいで した。 そのため,睡

眠時間 も4時 問ほ どに減 り体力 の限界

を感 じていました。そ して,｢彼 女の

ためにこんなに時間を使 って,試 験 は

大丈夫なんだろうか。自分の将来は大

丈夫 なんだろ うか｣と 不安に思 うよう

にな りま した。そんなあ る日,い つ も

のように彼女を送 り,帰 り道の坂 を自

転 車 で ゆっ くり登 っ てい る と きに,

｢大 丈夫です よ｣と い う声が 聞こえた

よ うに思 いました。わた しは｢ん?｣

と思 い 自転車をこぐ足 を緩めると,も

う一度はっきりと｢大 丈夫です よ｣と

言う声 を感 じました。 しば らくその声

が耳 に焼 きついて離れ ませ んで した。

｢一 体,何 が大 丈夫 なんだ｣と 考 えて

いると,そ れは自分は試験 のことを心

配 し,彼 女のために時間 を使 うことを

負担に思 っているけれど,試 験は大丈

夫だか ら時 間を取 られることを負担 に

思わないように とい うことだ と感 じま

した。そ して,こ の声 はひょっとして

神 様か らの声で はないか と思い ま し

た。そ して,こ の経験 を通 して神様 は

ほんとうに生 きてお られることが心 で

分か りました。それか らも,相 変わ ら

ず忙 しい 日々が続いていましたが,わ

た しの心は少 しつつ神様 に向き日曜 日

に一人で も教会 に行 くようにな りま し

た。 もしこれが真実なら従わなければ

な らないと思 うようになっていたので

す。 しか し,10年 間1日 も欠かさず に

飲 んで きたお酒 を,自 分か らは進んで

飲 まなくても勧 められると断ることが

できませ んで したし,教 会に入 ること

は,自 分の両親 を含め生活のすべてを

捨 てて違 う世界 に行かなければな らな

いことのような気が してなかなか踏み

切 ることがで きませんでした。そのよ

うなときに,姉 妹の親友が神殿で結婚

することになり,気 が進 まないなが ら

東京神殿へ行 くことにな りました。わ

た しは,式 の問ロビーでずっと待 って

いました。神殿の中では特 に何 も考 え

ませんで したが,帰 り道でふ と自分 は

ここで結婚するとい う気持 ちがわいて

きました。そ して,頭 には姉妹 と二人

で写真 を撮 られている姿が浮かんでい

ました。

教会に出入 りするようになって一年

がたち,福 音 は真実であることに気づ

き始めていたわた しは,福 音に基づい

た生活をすることがほん とうの幸福で

はないか,と この とき強 く感 じました。

ただ,教 会でよ く話す独 身会員には若

い世代 の方が多 く,30歳 脅 とうに過 ぎ

ているわたしが教会に入 るのは遅いと

いう気後 れがあ りましたが,60歳 や70

歳 を過 ぎて改宗 した兄弟たちの話をワ

ー ドの聖餐会で聞いた り,『 聖徒 の道』

で読んだ りして随分勇気づけ られ まし

た。そ して,教 会 に入 ることは別の世

界 に行 くことではな く,た だ福音 を土

台 とした生活を築 くということで何 も

心配 は要 らないことが分か り,神 殿結

婚をしたいという望みを持つ ようにな

りました。気持 ちが決 まると,早 速 自

分か らバ プテスマ を受 けさせ てくださ

いと伝道部の ドアをたた き,1996年 の

9月 にバ プテスマを受 けま した。それ

か ら1年 間待 って1997年 のll月 に神殿

で永遠 に結び固め られました。

結婚 してか ら,毎 朝,毎 晩夫婦 でと

もに祈 り,聖 文 を学び福音のすば らし

さを実感 しています。

今 こうしてわた したち夫婦が福音の

祝福 を受 けて生活で きるの も多 くの宣

教師や兄弟姉妹,お 互いの両親,そ し

て先祖 たちの助けがあったか らこそと

思 っています。特に,結 び固めの部屋

に入った瞬間,祖 父母 をは じめ とする

先祖たちが祝福 に来ていると強 く感 じ

ました。改宗 し,結 婚するまでに 目に

見 えない先祖 の助けがた くさんあった

と確信 しています。

また,今 まで福音 とは関係のない生

活 をし,た くさんの弱点を持ったわた

しで も,主 は心にかけて くだ さって望

みを持つ備 えを させ て くだ さいま し

た。神様がほん とうに生 きてお られ,

わた したちの祈 りにこたえて くださる

ことを証 します。(き ょうめん･ひ さ

たか 書記補助)

1

東京ステーク三鷹ワード

京面夏枝

望みを持つ なら,道は備 えられる

た しは,1994年 の7月 にバプテス

わマを受けました。それか ら,1か
月 もたたない ころ,西 原良男兄弟 によ

る神殿結婚のフ ァイヤサ イ ドが開かれ

ました。西原兄弟 は具体的な目標 を立

て,必 要なら断食 し,毎 日目標につい

て祈るなら主はその祈 りを聞いて くだ

さる とい うお話 をして くだ さい ま し

た。わたしは,そ のときは｢な るほど｣

と思っただけで したが,年 が明 けてか

ら突然ふ と思い出 して実践 してみるこ

とにしました。わたしが,京 面兄弟 に

出会 ったのはそれか ら1週 間後 のこと
はんりょ

です。その ときは,彼 が永遠の伴侶で

ある とは まった く気 づ きませ んで し
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た。なぜな ら,年 はわたしと10も 離れ,

大 の酒好 きで晩酌を毎晩欠か さない よ

うな人だったからです。そんな京面兄

弟 はわた しが思い描 く将来の伴侶 とは

大 き くかけ離れているように見 えまし

た。 しか し,人 知れず研究所のごみを

捨てた り,掃 除 をした りしている京面

兄弟の姿 を度々見かけ｢こ の人は,天

に宝 を蓄 える人だ｣と 感 じ,次 第に信
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夏一番 の特別な日
主の宮の大切さを改めて知ったオグデン神殿参入

奈良地方部奈良支部

大北千夏

97年 夏,わ たしは3週 間の日程で

19 ユ タ州オ グデ ンへ短期留学 しま
した。オグデ ンのウィーバー･ハ イツ

ステー クグランドビューワー ドで大祭

司グループリーダーをされているダウ

ニ ングご夫妻の お宅 にホームステ イ

し,そ の家の娘 のように温か く迎えて

いただきました。わた しはご夫妻をパ

パ･マ マ と呼び,す ば らしい時間を過

ごしました。 中で も8月14日 は わた し

に とってこの夏一番の特別な 日とな り

ました。こんな経験 をす るこ とは もう

二度 とないで しょう。

この 日,マ マさんはわた しが身代 わ

りのバプテスマを受け られるようにオ

グデ ン神殿 に予約 をして くれま した。

時間は夕方の6時 半か らで した。2時 半

に学校か ら帰って来たわた しは,神 殿

へ行 く準備 をいつ ものとお りにしてい

ました。上機嫌できれい な ドレスを着

て,最 後に忘れてはいけない と思って,

推 薦状 を入れて あった封筒 を見 まし

た。封筒 はあ りました。 ところが推薦

状が入っていなかったのです。

わた しは昨 日,推 薦状 をパパ さんと

ママ さんに見せ たことを思い出し,き

っとその後 どこか違 う所に しまったの

だ と思 いま した。かばんや,聖 典や,

思 いつ くところすべて を捜 しま した。

最初 は気楽に捜 していたのですが,ど

こにも見 当た りません。わた しはだん

だん焦ってきて,マ マさんに一緒に捜

してもらうほ どの騒 ぎになってしまい

ました。 わた しは故郷の母のこんな声

を聞いたような気が しました。｢こ れ

はあなたの信仰 の表れです。神殿推薦

状 とい う大変大切な もの をな くすなん

て,い つ もいい加減にしている結果で

す。あなたは神様 を軽 く考えていると

いうことです。｣

マ マさんは,｢祈 ってみた らどう?｣

と勧 めて くれました。わた しはいつ も

物 をな くした ときだけ一生懸命に祈 る

自分が大嫌いだったので,も う二度と

な くした物のため には祈 らない と決め

ていました。だか ら最初ためらったの

ですが,わ た しには もうどこも捜す所

がなかったので,祈 ってみました。わ

た しは何度 もな くした物を祈 りによっ

て見つけた経験があったので,必 ず見

つ かる とい う強い確信 があ りました。

祈 っている最中に,と てもベ ッ ドの下

が気にな り,こ れは間違いない と思っ

てベ ッ ドの下を見 ましたが,あ りませ

んで した。そのときわたしは｢神 様は,

わ たしが神殿 にふ さわ しくない と思 っ

てお られるんだ,行 ってはいけないん

だ｣と 感 じました。ママ さんにそのこ

とを話す と,｢そ れ は,絶 対に違 うわ｣

と言って くれました。

そ して捜 し続けていると,マ マさん

がついに見つけました。。それは,乾 燥

機の中で粉々になって しまった紙 くず

で した。 わたしはそれを見 て,｢こ れ

は,昨 日ジー ンズ と一緒に洗って しま

ったテ ィッシュだ｣と 思いました。昨

日の昼 にそれ を見つ けて,わ た しは

｢あ,ま たやっち ゃつた1｣と 思いマ

マさんに謝ったばかりだったのです。

ママさんは｢残 念だけ ど,こ れ,あ

なたの推薦状 だと思 うの……｣と 言い

ましたが,わ た しは認めませんでした。

とい うより,認 めた くなかったのです。

でも,マ マ さんは一つのかけらをわた

しに見せ ました。それ は紛れ もな く平

仮名の｢の｣と い う字で した。わたし

は全身の力が抜 けてい くのが分か りま

した。｢こ れはわた しの信仰の表れで

す。わたしは神様 と神殿 を軽々 しく扱

った結果,足 で踏みつけて粉々にして

しまったのです。 もし,わ たしがこれ

らの神聖 さをよ く理解 していた ら,こ

んなことにはならなかったで しょう。｣

わた しは,自 分 の愚かさに泣 きました。
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ホス トファミ リーのダウニングこ夫妻。

しかしママさんは,わ た しを大 きく

抱 き締 めて くれました。そ してあ りっ

たけの愛情で慰めて くれま した。｢わ

たしだって,よ くばかな失敗 をしちゃ

って,い ろいろな物 を洗って しまった

わ。お金や,ク レヨンや……。｣

わ た しは完全に神殿へ行 くことをあ

きらめていま した。 だって,ど うす る

こともできないか らです。 しか しママ

さんはわたしにこう聞きました。｢あ な

たの支部長 さんはファックス持ってるP

日本か ら送ってもらえば神殿 に入れて

もらえるか もしれない……。神殿 に聞

いてみ るわ。今,日 本 は何時か しら,

支 部長 さんは起 きていると思 う?｣

す ごい1マ マさんはあきらめてい

ませんでした。彼女 は忙 しく電話 をか

け始めました。 どこへかけているのか

まった く分か りません。わた しは電話

もで きない し,何 もすることがないの

で,た だ右往左往 しているだけでした。

ママ さんに｢何 をした らいい?｣と 聞

くと｢祈 り続 けて｣と にっこ り笑 って

言われました。 また,祈 ることを忘れ

ていた1わ た しはすっか り祈 りの習

慣が薄れていた ことに改 めて気づか さ

れて恥ずか しい気持 ちでいっぱいで し

た。わた しは笑い返す元気 もな く祈 り

ました。 どう祈ったか,ど れだけ祈っ

たかは思い出せ ませんが,そ うこうし



SI

∠一τ=･壬一4壬

Dユ⊃胆⑦悩酎く任6;卑`錫1>阜⑦ム∠壬乙yOi海噸罪¥

幽灘耳腿厚町⊂.身ヨ･⊇∫

旱99)。垂準曳へ}○雷;～kヘマ〆/年髭

⊃匹丁曾宰弘路;～2管慕尋呈1耳テ雌呈レ}

6騨⊃1年`)Ω昌母年(謬(き4穿コ。準

32⊃いへ2曾穿(さマ⊇!コ誰昇勲Q讐

。マつ準魁孝聖アrユ4畔`G-1～(》

o凄.羊【へ).つ1耀

劉コ需コ4勲亘尋聖2藁(ヨ4ケ年⑦ツ
つヰ　

曵>4}つ璽縁瀦融(∂コ}つ老09甲

つ3曾尋コ鰍潭尋厘}:¥⑦つ4儲`(表}

穿臨§¢削臨勲淋攣男ε(∂コ。,昏立3⊇9

頃=～身戯}鍵(ラマ禽(}コ宰日ぎ¢謂曝頃

つミξ(∂コ`翠1(∂4つ鍵騨Qア卿}つ一}

。2⊇9(季立癖輩
:尋〔吾¥尋匝¥(∂3婆1

9雲罫〉}'1コ導ぎ¢(}弘季》普鳥¥判

;～コ9喜Y毒コ嶺魁。マ⊇4穿蔚彰回

⊃1:吼⑦日牢⑦⊇`Ψ謝睡(∂章こγ準。4

つ準Q尋(沁1濃裂量(∂需コ管(4ユ旦(汐

年⊃1覚勲瓢申孝}!1妾`;～コ曾望立担尋

伍}:¥↓謂戯⊃19そツ雲1寧1奮申孝`(}QT

4叱へ}マ鼻4つ49。4つ準マ髪〉潔
`4⑦尋二～コ侭へ93掌2〔2羊

.Y毒コ～暫

由*`4∫亘埋1二～謝暇:`ユつ重ぞ濠鞠融(∂⊃

。4つ3(∂(}尋隠鈷勲Y蔀嶺魁⑦回･←

コ9需!ソ劉`)G2⊃1つマ9マくへ}つ

Yミ彰コ嶺戯1>尋(表昆剰ω珂一3季<7

。4つ季塁)64音Ψ雲¥:車(∂

輩Dlケ賜`宰n49。ゑユ(∂46詳董

脅Ψ∫亘･堤(〃等普鳥¥`増コ1>認マ曳へ)

つ身雛量尋¥k鑓景⊇.葦鯉1(∂普導/(4孟

Ψつ4儲文へ尋文へ}つ劉担⊃14一姜×(∂

コ｢oアマつウ智昆阻/(/レ(去･S･×

ムー寸〉(さ罷`写1(oマG粟⊥孝嬰:塁｣

。享弘9妾4穿(雰呈

9⊃Ψ厚(∂猶魁`皐

2(∂妾。4つ季曳へ}

G鼻詳〉).つ母呈呈聖

コ嶺曝`}つ胆Ψ4

9344【へ暴;コ嶺由*

⊃腫:導き彰(孝4つマ儲

`(き裂。4つ季q塁傷

軍v9コ;～⑦智ミラ4

一婆×'/ぐ/1∠､⊃1(圏4

9呈濠1*畔宰四鼻ム

ム`中要(。マつ季

Q劉孝藁曳へつ劃いへ

;弘へ4吾鼻Y毒コ嶺母`(ρ繋申*(}⊃1コ

老。喜弘9老4(ン詳皇3!yぞ塗1ア1含呈ン

`宰ぞ9峯`
§¢4立(∂払へ囲弘罷)04

つ準o岩F～Q>6⑰罪1(44つ4(茎

。4つ準Q鷹尋需コ(Σ(季弘日尋ng射

⊃192ツ茎1ユ6二～⊃1穿4)冥珊勲日(oコ

`
き字.看一弘¢f⑦～森一諮×ユ曾準`}〉

古(歪};～勲ム×壬孟ト∠(∂嶺申*o;･･…4

99罫(∂4曳ヘユ6魁尋日⑦コ立卑針導

尋γ3`翻(∂(曇当00S寧瞥4)ア珊04

つ季･へ宙尋ケ44G尋〉;1⊃匹ぞツ峯1

`皐2(oコ。享39を4つ學α畔計冒(∂

新膨(∂YOε`⑦胆虫00εアn4(孝04

つ準銘〉}曳へ}(敦嬰畢尉尋旦需σ誰

アγソ鼻ムム`囲(∂妾。4つユγ吾季α

季丁き字饗`Q導⊃lkへ剃(ペへぎ¢鰯`弘健

i劉⑦v繋蕃9F⑦墨}つ妾`ケYω}y

幸4(ン曵詳〉}し(タ44コ;～コ(∂コ}

つ妾`智等4一必×/(4よ`!ソ鼻ムム

`2催畢⑦
v2コマ穿粟灘`需(4射導

セゆ

⑦劔魂･へ鰯9･へ需46準つ)･つ孕2コ

尋董¥⊃短2/y劉。4つ季つ儂劉コ需

⊇4穿鼻媛尋ぞコ9Yコ嶺瞬`(》弘9

寧尋!ソコ`囲6射學¥劉。4り季曳へ鼻

認〉}ξ誓尋翠(∂[ヨコ回`コ(潔4曾Y》

寸/(名乙⊃1器一需つ4儲判!ソ更ムム

oマ'1弘旦(o軍尋竈膨写1コ老〉

つ粟準`4穿鼻4蟹コ～多士2藁`鉱4

製(豪)204つ郵へ量2`嘩尋4ω4

曳へ}σ禦3kへ瘍鉱季宰(ン鼻⊃匹2ツ婁1

。マ!ユ準kへ)6季¶.
き字晶翻誰(き儲亜目重

寧1中(∂嶺申孝`コ(∂4kへ}つ⊃1当母制翻

コ尋ツ(牢。マり3コ畢19頑;～詳!ソ警Q

銚£LQ壽α£`〉つ粟準}つ妾04つ

準Q毒).劔掛孝車⊃処必へ翼!ソ勲穿【へ(ヲ

曳¢謝嚇測穿マりマ9。卓ユ⑦(き尋頑勲

6丸へ口鷺:車覇}G削⊃惇;～いへ安コ

04つ季

宰母弘/ソ雛》謂[既掌1(享4つ49).つ尋

鍵劉尋量¥コ誉ミ診･</1凶`【へ(ラ(表}つ

身髪量尋罫鐘腓⊃1輩聾。マつ準つ2G

劉〉コ.昏(∂(蚤⊃1牟日図駆へ宙尋岳立`警

R4σ(孝r藤¢囲耳。4つ準つ29ぞつ

鶴蚕縁4⑦豚へ}σ呈尋∫亘レき¢珊}吾粟

中毒尋融雌ミF掌n49`〉つ懸摯}2

準1呈呈亜(∂普峯/(/1よ。マつ準q尋⊃ロ

コ曾勲吾孕暑型(∂着導4一嬰×･(4孟

宰n49`}σ9瀦4峯胆1⑦Y(∂騨

。マ!1準n劇孝(享射導9

kへぞ9勲身誰牙`つ4つ04つ鉱ツ吾

季頃｣).σ貫【¢りコ頑(a〉｢望尋9､へ).

G尋コ需コ尋壷¥4詳卿｣判宰2(汐コ

`弘(∂4(ぺ¢尋94{チ〉聡¢｢等着易

¥｣画嬰亜fn49｢。……弘文へ尋季

マぞ卑畢`3自【へ身τ客つ(}4蚕釜醤勲Y毒

嶺瞬⑦日寺`(ラ4つ･¢つ(測。マつ準
をアき

勲甥9コ}つをGマつ季嬢〉)マ馨2

｢iア(∂4鐸〉二).つ嬰塵コ翻母コ(圏4⑦

4尋(弟Ψ等普晶¥｣宰1!ソ§ムム`}(ン

匝母嬰墨Q.鼻ウ(ヨ44(ン4尋翠1ユ圏妻日

9号⊃1晶(表};～`9(肇oマつ季つ孝嬰

箆⊃1溜雌謡量準ハ!雲ムム`コ[劉c･射孝

⑦曽酵瀦Ψ峯胆1⑦Y⑦胆04つ準宰塁

弘音z。マ〆/準kへ4[引2v-4･<冷4

一委×勲(享4!14(タ`文へ呈2｢i=f>旦

ぴへ曳へ宰1婁出上¢/ソ粟ムム蓄話需9卓

。マつ準o罰畢薄[r聾(∂岳目(∂立

團嬰亜掌nマ9。マつ払･去灘曳へ尋46

ぎ¢購蚕⊃冴謝牌4尋4尋。4q皐(圏騨

勲4弓塁i塵〉つ詳4劉･4準罪四露ムム

。4準郵へ)£冨ツ3/ソ3Ψ勲詳剖鋼

。/ソ吾季Q(4(》琳壷(∂∫亘埠)(ンマ翻翻I

a4つ04つ季(享射半1穿4114(客

｢。ア9老(2穿〉}穿Y

勲嶺母`勲マ(ヨ(》}つ旦雛量孕¥k騨誹

⊃登(ラi鷲}つ妾。(ラ4認(～を9峯}σ{野

立晶翻1。9ア!ユ準(4射畢昇;黄昌季(∂駒

町(oコ⊃｣。4つ碁へ呈9コ}峯》(2

⊇2⑦り49蕗!ソ薄ムム⊃1穿9曾蝋)




	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　「ごらんなさい。これはあなたの母です」　ﾄｰﾏｽ・S・ﾓﾝｿﾝ
	イエスの話

	救い主に進点を当てた復活祭

	主の聖なる名を尊ぶ

	家庭訪問ﾒｯｾｰｼﾞ　秩序の家、神の家

	7つの雷の舌

	教師にできること

	指導者にできること

	ロシアにおける信仰の受け継ぎ

	癒しへの旅
	ﾁｬｰﾁﾆｭｰｽ

